
経理情報●2013.2.20（No.1339）14

企
業
が
決
算
を
行
う
た
め
に
は
、
保
有

す
る
種
々
の
資
産
に
つ
い
て
決
算
日
に
お

け
る
残
高
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
か
で
も
棚
卸
資
産
の
残
高
は
、
数

量
×
単
価
で
計
算
さ
れ
る
が
、
こ
の
数
量

の
測
定
に
は
棚
卸
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

棚
卸
資
産
の
保
管
場
所
は
通
常
複
数
あ

り
、
ま
た
、
棚
卸
資
産
の
種
類
は
多
い
た

め
、
棚
卸
の
実
施
に
は
相
当
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
多
店
舗

展
開
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
は
経
営
効
率

化
に
よ
る
少
人
数
店
舗
運
営
や
24
時
間
営

業
の
増
加
、
店
舗
数
に
対
す
る
管
理
本
部

の
人
員
不
足
と
い
っ
た
背
景
か
ら
、
決
算

日
に
一
斉
に
棚
卸
を
行
う
こ
と
が
現
実
的

に
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

店
舗
数
が
多
い
小
売
業
な
ど
で
は
、
最

近
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
方

法
と
し
て
、
循
環
棚
卸
を
採
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
稿
で
は

循
環
棚
卸
を
採
用
で
き
る
環
境
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。

棚
卸
の
２
つ
の
方
法

（一斉
棚
卸
と
循
環
棚
卸
）

⑴　
意　
味

棚
卸
資
産
と
は
、
会
社
な
ど
が
将
来
の

生
産
・
販
売
等
の
主
た
る
営
業
の
た
め
に

保
有
し
て
い
る
資
産
の
こ
と
で
、原
材
料
・

製
品
・
商
品
・
仕
掛
品
・
貯
蔵
品
等
を
包

含
す
る
会
計
上
の
概
念
で
あ
る
。

棚
卸
と
は
、
一
定
時
点
の
数
量
を
把
握

す
る
作
業
で
あ
る
。
棚
卸
は
、
実
施
方
法

（
範
囲
と
タ
イ
ミ
ン
グ
）に
よ
り
一
斉
棚
卸

と
循
環
棚
卸
に
分
類
さ
れ
る（
図
表
１
）。

通
常
は
決
算
日
に
お
け
る
数
量
を
把
握

す
る
た
め
に
棚
卸
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一

斉
棚
卸
は
決
算
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
場
合
は
期
末
日
一
斉
棚
卸
と

呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
誤

解
の
多
い
点
で
あ
る

が
、
会
社
の
業
務
の
集

中
を
防
ぐ
た
め
に
期
末

日
付
近
の
数
日
間
で
全

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
棚
卸

を
行
う
場
合
も
一
斉
棚

卸
に
分
類
さ
れ
、
こ
ち

ら
は
期
末
日
外
に
行
う

一
斉
棚
卸
と
呼
ば
れ

る
。循

環
棚
卸
で
は
、
棚

卸
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

要
度
に
応
じ
た
グ
ル
ー

プ
に
細
分
化
し
、
細
分

化
区
分
に
応
じ
て
実
施
時
期
を
設
定
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
決
算
日
以
外

に
棚
卸
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

⑵　
目　
的

一
斉
棚
卸
と
循
環
棚

卸
は
ど
ち
ら
も
決
算
日

に
お
け
る
資
産
の
数
量

を
把
握
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
が
、
そ
の
実
施

方
法
の
違
い
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
目
的
達
成

の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
異
な
っ
て
い
る（
図

表
２
）。

一
斉
棚
卸
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
、
残
高
に

つ
い
て
直
接
カ
ウ
ン
ト

し
て
把
握
す
る
。
一
方

の
循
環
棚
卸
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
、
継
続
記
録
法
に
よ
る
日
々

の
帳
簿
記
録
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
で
、

決
算
日
の
帳
簿
上
の
数
量
か
ら
実
際
数
量

を
推
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑶　
税
務
上
の
取
扱
い

法
人
税
基
本
通
達
５
―
４
―
１
で
は
、

「
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
各
事
業
年
度
終

了
の
時
に
お
い
て
実
地
棚
卸
し
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
法
人
が
、

（図表１）　一斉棚卸と循環棚卸の意味（方法）
名　称 意味（方法）
一斉棚卸 すべての対象資産を、一斉にカウントする方法

循環棚卸 事業年度を通じて定期的に、あるいは随時に一部ずつ
棚卸を行って、その時点において帳簿と照査する方法

（図表2）　一斉棚卸と循環棚卸の考え方
名　称 考え方（ある時点の残高へのアプローチ）
一斉棚卸 その日に実際に直接カウントを行う

循環棚卸 継続記録法による帳簿の正確性を確保することで、
その日の帳簿残高から実際残高を推定する
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監
査
側
の
対
応
も
考
え
て
お
く

循
環
棚
卸
の
意
義
と
方
法

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
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一


